
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
の
『
図
解
』
の
再
現
に
つ
い
て

中主

＝とぎ
口り

功l

わ
た
く
し
は
長
く
海
東
の
仏
像
彫
刻
に
感
心
を
寄
せ
て
き
た
が
、
浅
学
非
え
の
た
め
に
朝
鮮
の
古
典
を
十
分
に
熟
す
こ
と
が
で
き

な
い
の
を
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
い
る
。
特
に
新
羅
・
高
麗
の
仏
像
を
研
究
す
る
に
は
、
文
献
は
も
と
よ
り
金
石
碑
文
に
眼
を
向
け

て
仏
教
関
係
の
資
料
を
探
索
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
の
は
自
明
で
あ
る
が
、
と
き
に
中
国
の
古
い
文
献
を
も
参
考
に
し
な
け
れ
は
な

ら
な
い
。
殊
に
高
麗
は
宋
・
元
と
の
密
接
な
交
流
が
あ
り
、
特
に
美
術
・
工
芸
に
感
心
を
そ
そ
ぐ
も
の
に
は
見
逃
し
が
た
い
重
要
事

項
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
本
稿
の
主
題
と
す
る
『
宣
和
奉
使
高
麗
園
経
』
で
あ
る
。

こ
の
書
は
宋
の
徽
宗
皇
帝
の
宣
和
五
年
高
麗
仁
宗
元
年
（
一
一
一
二
三
に
宋
の
正
使
給
事
中
路
充
油
、
副
使
書
舎
人
侍
墨
卿
の
下
に
提

轄
官
と
な
っ
て
高
一
一
に
使
し
た
徐
競
の
撰
述
し
た
報
告
書
で
あ
る
。
か
れ
は
王
都
開
域
に
留
ま
る
こ
と
約
一
ヶ
月
、
そ
の
間
耳
目
の

及
ぶ
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
高
麗
人
か
ら
多
く
の
努
説
を
録
し
、
自
国
と
異
な
る
と
こ
ろ
を
記
述
し
て
二
十
八
門
に
分
ち
、
更
に
細
別

し
て
三
百
余
僚
に
分
類
し
て
、
殊
に
造
形
的
な
も
の
に
は
こ
れ
を
図
（
今
日
で
は
寓
真
挿
圃
に
あ
た
る
）
に
示
し
、
こ
れ
に
説
明
の
文
章

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
四
十
巻
の
目
録
を
掲
げ
る
繁
を
さ
け
る
が
、
大
体
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
高
麗
の
地
理
、



宮
城
、
人
物
、
風
俗
、
典
章
、
制
度
、
嗣
字
、
儀
式
、
器
血
、
往
来
路
等
を
詳
記
す
る
も
の
で
あ
る

o

こ
れ
を
皇
帝
に
奉
呈
し
た
が

靖
康
の
変
に
お
い
て
そ
の
図
の
方
は
亡
ん
で
今
残
る
の
は
文
（
経
）
の
み
で
あ
る
o

そ
れ
が
宋
代
に
流
布
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
の
ち

明
代
に
お
よ
ん
で
重
刊
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
o
清
の
乾
隆
年
間
（
一
七
三
一
六
J
九
五
）
に
い
た
り
、
飽
廷
博
の
『
知
不
足
斎
叢
書
』
に
収
め

た
の
を
基
に
し
て
明
治
の
末
葉
釈
尾
氏
に
よ
っ
て
朝
鮮
古
書
刊
行
会
か
ら
翻
刻
さ
れ
て
い
る
の
が
現
在
流
布
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

2 

る。
と
こ
ろ
が
今
西
龍
博
士
は
藤
塚
部
教
授
（
昔
時
京
城
大
学
教
授
）
の
教
示
に
よ
り
、
宋
の
乾
道
年
間
の
刻
本
が
奇
蹟
的
に
も
一
本

が
清
帝
室
の
故
宮
昭
仁
殿
に
蔵
さ
れ
て
レ
た
も
の
が
の
ち
北
京
の
故
宮
博
物
館
に
移
蔵
さ
れ
、
そ
れ
が
天
株
琳
浪
後
目
に
著
録
さ

札
て
い
る
の
が
わ
か
り
、
ま
た
清
人
蒋
光
照
の
斜
補
偶
録
に
も
『
知
不
足
斎
本
』
が
こ
の
乾
道
刻
本
を
も
っ
て
校
正
し
た
と
の
記

事
か
あ
っ
て
、
こ
こ
に
今
西
博
士
は
あ
ら
た
に
求
め
た
『
知
不
足
斎
本
』
を
原
本
と
し
て
昭
和
七
年
一
月
『
朝
鮮
学
叢
書
』
一
と
し
庁

自
費
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
今
西
先
生
残
後
ご
賢
息
春
秋
氏
か
ら
こ
の
印
行
本
の
恵
贈
に
あ
ず
か
っ
た
。

い
ま
わ
た
く
し
の
使
用
す
る
高
麗
図
経
は
こ
の
今
西
博
士
印
行
本
を
使
っ
て
レ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

わ
た
く
し
は
本
書
の
書
誌
学
的
な
こ
と
は
任
で
な
く
、
た
だ
興
味
と
感
心
を
い
だ
く
と
こ
ろ
だ
け
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
は
第
十
七
巻
、
桐
宇
の
項
と
第
十
八
巻
、
道
教
と
釈
氏
の
項
で
共
に
高
麗
の
仏
教
史
研
究
に
は
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

正
記
述
で
あ
る
。

ま
ず
第
十
七
巻
の
桐
宇
の
項
の
目
次
を
あ
げ
る
。
福
源
観
（
道
教
廟
）
、
清
国
安
和
寺
、
広
通
普
済
寺
、
興
国
寺
、
国
清
寺
、
玉
城
内
外
諸

寺
、
山
松
山
廟
、
東
神
桐
、
蛤
窟
龍
嗣
、
五
龍
廟
の
記
述
で
あ
り
。
つ
つ
い
て
第
十
八
巻
、
道
教
、
釈
氏
の
項
で
は
、
道
教
、
道
土

－
の
ほ
か
釈
氏
、
国
師
、
三
重
和
尚
大
師
、
阿
間
察
大
徳
、
沙
瀬
、
比
丘
、
在
家
和
尚
等
に
つ
い
て
の
叙
述
で
あ
り
、
つ
づ
い
て
第
三

十
巻
、
器
皿
一
で
は
、
獣
炉
、
水
瓶
、
盤
成
、
、
博
山
炉
、
酒
極
、
鳥
花
洗
、
面
薬
査
、
芙
蓉
尊
、
提
瓶
等
の
叙
述
で
あ
り
、
第
三
、

十
一
巻
、
器
皿
二
で
は
、
油
童
、
浄
瓶
、
花
壷
、
水
釜
、
水
閉
山
、
湯
査
、
白
銅
洗
、
鼎
炉
、
温
炉
べ
巨
鍾
等
の
叙
述
が
あ
る

o

第
一
平
二
巻
、

器
皿
三
で
は
、
茶
畑
組
、
瓦
尊
、
藤
尊
、
陶
尊
、
陶
炉
、
食
軍
、
藤
箪
、
嵩
釜
、
水
公
瓦
、
草
苫
、
万
筆
等
を
叙
述
し
て
し
る
仁

こ
れ
ら

は
専
ら
儒
・
仏
・
道
三
教
等
の
儀
式
に
使
用
し
た
器
皿
の
名
称
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
高
麗
陶
磁
の
研
究
者
が
し
ば
し
ば
引
用
す
ろ
の
は
巻
三
十
二
、
陶
尊
の
僚
に
記
述
す
る
次
の
文
章
で
あ
る
。
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陶
器
色
之
青
者
、
麗
人
謂
之
君
色
、
近
年
以
来
制
作
工
巧
、
色
沢
尤
佳
、
酒
尊
之
状
如
瓜
、
上
有
小
輩
、

復
能
作
処
皿
機
河
臨
花
困
湯
浅
、
皆
稿
倣
定
器
制
度
。
故
略
而
不
図
、
以
酒
尊
異
於
他
器
、
特
著
之
、

と
あ
り
、
つ
づ
い
て
陶
炉
の
僚
に
は
、
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俊
一
狽
出
香
亦
藷
色
也
、
上
有
時
獣
、

相
類
、

而
為
荷
花
伏
鴨
之
形
、

0

0

0

0

 

下
有
迎
蓮
、

。
。
。

以
承
之
、

0

0

0

0

0

0

0

0

 

諸
器
惟
此
物
最
精
絶
、

其
除
則
越
州
古
秘
色
、

汝
州
新
容
器
、

大
概

と
あ
り
、
つ
づ
い
て
食
置
の
僚
に
は
、

0

0

0

0

0

0

0

0

 

公
会
供
接
、
下
承
以
盤
、
上
施
青
軍
、
惟
王
与
使
副
加
紅
黄
之
飾
、
所
以
別
精
鹿
也
、

と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
て
。
こ
の
よ
う
に
徐
競
は
高
麗
陶
磁
に
つ
い
て
特
に
そ
の
優
秀
な
こ
と
を
こ
と
こ
ま
か
に
記
述
し
、
自
国
の

越
州
、
汝
州
両
窯
と
比
較
し
て
い
る
の
が
留
意
さ
れ
る
、
こ
れ
ら
の
文
章
を
読
む
と
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
青
磁
梅

瓶
や
俊
祝
香
炉
を
如
実
に
文
章
に
綴
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ふ
し
が
あ
る
。
わ
た
く
し
に
と
っ
て
は
特
に
感
銘
深
い
も
の
ば

か
り
で
あ
る
。

ハ〉

以
上
の
ご
と
く
高
麗
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
面
に
わ
た
っ
て
徐
競
の
俊
敏
な
観
察
は
後
人
の
敬
仰
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
る
に
前

述
し
た
よ
う
に
矯
康
の
嬰
に
あ
レ
、
そ
の
図
を
亡
失
し
た
の
は
惜
し
み
で
あ
ま
り
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

わ
た
く
し
は
何
と
か
し
て
図
解
を
再
現
し
た
ら
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
わ
た
く
し
の
発
想
で
は
な
く
、
昭
和
八
年
の
初

春
の
頃
わ
た
く
し
が
京
城
帝
国
大
学
に
勤
め
て
い
た
と
き
、
当
時
法
科
（
外
交
史
担
当
）
の
教
授
で
朝
鮮
美
術
に
も
造
詣
の
深
い
故
奥
平
武

彦
先
生
が
、
当
時
京
都
画
壇
の
雄
土
田
委
倍
画
伯
を
同
伴
し
て
美
学
研
究
室
に
田
中
豊
蔵
先
生
を
歴
訪
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の

と
き
わ
た
く
し
は
助
手
で
あ
り
、
階
下
の
民
俗
品
参
考
窒
に
同
画
伯
を
案
内
し
た
。
画
伯
は
そ
こ
に
陳
列
し
て
あ
る
朝
鮮
式
の
胡
座

。

3 



を
興
味
深
く
写
生
さ
れ
た
。
の
ち
そ
の
胡
座
の
上
に
横
向
き
に
坐
わ
る
妓
生
の
蒲
酒
で
気
品
の
あ
る
肖
像
画
こ
そ
、
褒
悟
画
伯
の
独

自
の
画
品
の
高
い
画
風
を
示
し
仁
も
の
で
永
く
記
憶
に
の
こ
る
傑
作
で
あ
る
。
そ
れ
が
同
年
秋
の
帝
展
の
特
選
作
と
な
り
朝
野
の
注

目
を
ひ
い
た
『
平
林
』
で
あ
る
。
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
妓
生
の
名
は
当
時
京
城
随
一
の
評
判
の
高
か
っ
た
李
翠
玉
女
史
で
あ
り
、
そ

の
姉
君
李
翠
松
女
史
は
す
で
に
妓
生
を
引
退
し
て
い
た
が
、
同
じ
く
妓
生
の
徐
菊
秀
女
史
ら
と
共
に
い
ず
れ
も
当
時
美
人
の
誉
れ
が

吉
司
か
っ
た
女
姓
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
氏
は
京
城
本
町
に
あ
っ
た
旅
館
天
真
楼
に
宿
を
と
っ
て
い
た
画
伯
の
都
屋
に
来
て
モ
デ
ル
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
『
平
林
』
の
妓
生
は
た
し
か
李
翠
玉
女
史
と
う
か
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
余
談
で
あ
る
が
五
十
数
年
前
の

逸
事
で
あ
る
。

褒
悟
画
伯
の
兄
君
こ
そ
、
異
色
の
美
術
史
家
土
田
杏
村
で
あ
る
が
、
こ
の
兄
に
し
て
こ
の
弟
あ
り
で
、
褒
僧
画
伯
も
ま
た
並
の
画

家
と
異
り
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
の
歓
失
部
の
図
を
再
現
し
た
い
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
奥
平
教
授
と
田
中
豊

蔵
両
先
生
か
ら
の
示
唆
に
依
る
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
考
え
は
凡
庸
の
画
家
の
考
え
及
ば
ざ
る
深
慮
に
ほ
か
な
ら

な
い
と
わ
た
く
し
は
心
底
よ
り
感
銘
を
深
め
、
爾
来
五
十
数
年
心
の
底
に
い
つ
の
日
か
実
現
で
き
れ
ば
と
願
望
し
て
い
る
次
第
で
あ

る。
さ
て
こ
れ
に
従
事
す
る
画
人
を
探
す
こ
と
は
仲
々
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
名
利
を
捨
て
我
慾
を
離
れ
、
ひ
た
す
ら
古

典
を
追
究
し
て
図
解
一
途
に
生
涯
を
捧
げ
る
覚
悟
の
画
人
で
な
け
れ
ば
到
底
為
し
能
わ
ぬ
難
事
業
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
わ
た
く
し
は
考
え
る
。
韓
・
中
・
日
三
回
の
文
化
事
業
の
一
環
と
し
て
奇
特
の
画
家
達
を
選
び
、
こ
の
画
家
達
を
支
援
す

る
幾
人
か
の
歴
史
家
（
考
証
を
特
意
と
す
る
）
も
加
え
て
一
つ
の
フ
ロ
ゼ
ク
ト
チ
l
ム
を
つ
く
り
、
自
由
に
図
解
の
画
業
に
専
念
せ
し
め

る
企
副
で
あ
る
。
き
す
れ
ば
靖
康
の
媛
以
来
絶
え
て
久
し
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
の
紋
如
し
た
『
図
』
を
復
活
さ

せ
、
少
し
で
も
原
初
に
近
い
『
図
』
を
復
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
徐
競
の
撰
述
し
た
当
時
の
姿
に
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
そ
れ
に
は
後
顧
の
憂
い
の
な
い
よ
う
な
経
済
的
援
助
が
必
要
で
あ
る

古
典
、
稀
観
書
の
複
刻
は
出
版
界
に
お
い
て
汗
牛
充
棟
も
た
だ
ら
な
い
が
、
文
辞
、
文
章
以
外
の
の
図
解
の
歓
を
補
っ
て
往
時
の

姿
に
複
元
す
る
の
は
稀
手
の
文
華
事
業
に
属
す
る
こ
と
で
、
こ
こ
に
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
は
原
初
に
近
い
も
の
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
。
文
中
い
さ
さ
か
余
談
に
走
り
、
本
旨
に
そ
く
わ
な
い
方
向
に
脱
線
し
た
が
、
老
妻
の
町
並
町
と
し
て
お
聴
き
捨
て
願
い
た
い
と

思
う
。
）

（
注
）
な
お
今
西
寵
『
遺
著
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
ム
（
昭
和
七
年
八
月
発
行
）
の
今
西
龍
先
生
叙
述
に
な
る
「
後
記
」
参
照
。
朝
鮮
史
学

れ
一
村
山
一
切
生
の
U
生
時
最
期
の
研
究
校
正
に
あ
た
ら
れ
た
の
は
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
で
あ
っ
た
こ
と
を
謹
記
す
ド
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